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基準値を超える放射性セシウムが検出された玄米について

平成２４年１１月６日

水 田 畑 作 課

本日、２４年産米の全量全袋検査でスクリーニングレベルを超えた福島市（旧平田村、

旧水原村、旧水保村）の８５点を、ゲルマニウム半導体検出器で詳細検査を実施した結果、

福島市旧水原村で生産された玄米で、基準値を超える放射性セシウムが検出された。

なお、福島市旧平田村及び旧水保村産の玄米は、すべて基準値以下であった。

１ 経 過

（１）１１月３日、福島市（旧水原村）の米の全量全袋検査の結果、２１袋でスクリーニ

ングレベル（６０ベクレル／ｋｇ）を超える放射性セシウムが検出された。

（２）当該米袋から検体を採取し、１１月６日、県農業総合センターのゲルマニウム半導

体検出器で分析を行った結果、基準値を超える１１０～１２０ベクレル／ｋｇの放射

性セシウムが検出された。

２ 検査結果

検査区分 検査実施数 検 査 結 果

全量全袋検査 ７６袋 ※ スクリーニングレベル超 ２１袋

ゲルマニウム半 ２１検体 基準値超過 １７検体

導体検出器での 放射性セシウム濃度（１１０～１２０Bq/kg）

詳細検査

※ 当該農家の検査実施数

３ 当該農家の生産状況

（１）作付面積：５５ａ（コシヒカリ５５a）

（２）収 穫 量：７６袋（30kg）

４ 当該地域（福島市旧水原村）の生産状況（農林業センサス）

（１）稲 作 農 家 数：約１７５戸

（２）水稲作付面積：約１４９ｈａ

〈参考〉福島市全体 稲作農家数：約２，３０４戸、水稲作付面積：約１，１９２ｈａ



５ 今後の対応

（１）本日、各市町村及び集出荷業者等に対し、福島市旧水原村で生産された米の出荷自

粛を要請する。

（２）基準値を超過した米袋については、福島市が隔離・保管し、流通しない。

なお、同地域の米で全量全袋検査を実施し、基準値以下であることを確認した上で

出荷された米袋については、回収する必要はない。

（３）今回の結果を受け、国から出荷制限の指示があるものと考えられるが、24年産米に

ついては、米の全量把握と全量全袋検査の実施を条件に解除できることとなっており、

福島市に当該区域を対象とした管理計画の策定に早期に着手するよう促すとともに、

出荷制限の速やかな解除に向けて、国との調整を進めて行く。

（４）今後、当該ほ場で基準値を超えた玄米が発生した原因について、究明していく。

（５）当該旧市町村で生産された稲わらについて、飼料としての流通と利用の自粛を要請

する。

（６）今後とも、県産米の安全性を確保するため、県内全域で全量全袋検査を実施してい

く。
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